
府労組連ニュース

冒
頭
、
府
労
組
連
辻
委
員
長
は
、

知
事
が
自
分
の
夢
物
語
を
実
現
す
る

た
め
に
２
０
億
円
も
か
け
て
御
堂
筋

を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
る
こ
と

に
対
し
て
幹
部
会
議
で
も
反
対
の
声

が
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
も
触
れ
、
今

示
さ
れ
て
い
る
「
財
政
再
建
案
」
は

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
あ
っ
て
ビ
ル
ド
な
し
」

「
そ
ろ
ば
ん
勘
定
あ
っ
て
理
念
な
し
」

だ
と
批
判
し
、
こ
の
無
謀
な
「
大
阪

こ
わ
し
」
を
さ
せ
ぬ
よ
う
、
総
務
部

長
と
し
て
知
事
に
言
う
べ
き
こ
と
は

言
い
、
府
民
の
た
め
の
舵
取
り

を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

続
い
て
人
件
費
削
減
問
題
に

つ
い
て
は
、
「
知
事
が
５
月
７

日
の
府
労
組
連
の
要
請
に
対
し
、

『
府
民
以
上
の
痛
み
を
職
員
が

こ
う
む
っ
て
こ
そ
、
府
民
に
無

理
を
お
願
い
で
き
る
』
と
語
っ

た
が
、
こ
れ
は
府
民
と
職
員
に

足
の
引
っ
張
り
合
い
を
さ
せ
、

府
民
サ
ー
ビ
ス
と
人
件
費
の
両

方
を
引
き
下
げ
る
土
俵
を
作
る

も
の
だ
」
と
、
府
民
と
職
員
の

分
断
を
は
か
る
手
法
を
批
判
。

財
政
再
建
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、

国
に
地
方
財
政
削
減
政
策
の
見

直
し
を
求
め
、
大
も
う
け
し
て

い
る
大
企
業
に
応
分
の
負
担
を

求
め
る
こ
と
、
巨
大
開
発
を
中

止
す
る
こ
と
だ
と
主
張
し
、
人

件
費
削
減
反
対
、
府
民
要
求
実

現
、
府
民
本
位
の
財
政
再
建
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

要
請
書
の
説
明
を
行
っ
た
平

井
書
記
長
は
、
改
め
て
今
年
度

１
１
０
０
億
円
の
「
改
革
取
組
み
」

を
求
め
た
Ｐ
Ｔ
案
に
対
し
、
当
局
自

身
が
「
相
当
の
幅
」
が
あ
る
こ
と
を

認
め
て
い
る
こ
と
、
そ
の
算
定
根
拠

も
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
。

自
治
体
問
題
研
究
所
が
３
０
０
億
の

取
組
み
に
よ
る
財
政
再
建
案
を
公
表

し
た
こ
と
も
紹
介
し
、
財
政
再
建
に

は
様
々
な
手
法
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
１
１
０
０
億
円
削
減
」
に

固
執
し
て
い
る
と
批
判
し
、
そ
れ
を

前
提
と
し
た
府
民
生
活
破
壊
・
人
件

費
削
減
計
画
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

人
件
費
削
減
に
つ
い
て
は
、
「
提

案
も
さ
れ
て
い
な
い
中
で
『
１
２
〜

１
０
％
削
減
』
『
退
職
金
５
％
削
減
』

な
ど
の
報
道
が
行
わ
れ
、
職
場
で
は

生
活
へ
の
大
き
な
不
安
と
怒
り
が
渦

巻
い
て
い
る
。
労
働
基
本
権
を
剥
奪

し
て
お
き
な
が
ら
、
当
局
自
身
が

『
代
償
』
と
す
る
府
人
勧
さ
え
マ
イ

ナ
ス
は
実
施
し
て
も
プ
ラ
ス
は
踏
み

に
じ
り
続
け
て
き
た
。
最
低
限
の
人

勧
制
度
さ
え
履
行
せ
ず
、
さ
ら
な
る

賃
金
削
減
は
使
用
者
の
暴
挙
だ
」
と

人
件
費
削
減
計
画
の
撤
回
を
求
め
ま

し
た
。

使
用
者
義
務
違
反
・
矛
盾
だ
ら
け
の

退
職
金
削
減

５
％
削
減
と
報
道
も
さ
れ
た
退
職

金
に
つ
い
て
、
一
定
期
間
に
退
職
す

る
職
員
だ
け
に
削
減
を
押
し
付
け
る

手
法
の
矛
盾
も
指
摘
し
な
が
ら
、

「
賃
金
の
後
払
い
、
退
職
後
の
生
活

保
障
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
で

あ
り
、
そ
の
削
減
提
案
は
使
用
者
と

し
て
の
義
務
違
反
。
協
議
の
対
象
に

も
な
ら
な
い
」
と
厳
し
く
批
判
。
人

件
費
削
減
が
、
教
育
、
福
祉
、
医
療

な
ど
に
か
か
わ
る
人
員
削
減
に
ほ
か

な
ら
ず
、
府
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

直
結
す
る
こ
と
や
教
務
事
務
補
助
員

の
廃
止
は
解
雇
そ
の
も
の
と
強
く
訴

府
労
組
連
は
２
０
日
、
中
西
総
務
部
長
に
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
案
（
以
下
、
Ｐ
Ｔ
案
）
の
撤
回
、
府
民
と
職

員
の
生
活
改
善
と
府
財
政
の
再
建
を
求
め
る
要
請
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
心
的
柱
と
な
っ
て
い
る
人

件
費
削
減
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

億
と
の
結
論
が
出
た
わ
け
で
は
な
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

一
方
、
人
件
費
削
減
に
つ
い
て
は
、

「
借
換
債
の
増
発
、
減
債
基
金
か
ら

の
借
入
れ
を
し
な
い
と
い
う
知
事
の

方
針
の
下
、
知
恵
を
絞
っ
て
き
た
が
、

知
事
と
も
議
論
し
、
申
し
訳
な
い
が

相
当
な
削
減
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
調

整
の
上
で
き
る
だ
け
早
く
お
示
し
し

た
い
」
と
、
人
件
費
削
減
は
Ｐ
Ｔ
案

の
最
大
規
模
で
先
行
さ
せ
る
こ
と
を

事
実
上
表
明
し
ま
し
た
。

「
府
民
犠
牲
宣
言
」
許
す
な
！

知
事
の
強
い
意
向
で
５
０
億
円
人

件
費
削
減
を
上
積
み
し
た
と
報
道
さ

れ
る
と
お
り
、
近
く
明
ら
か
に
な
る

人
件
費
削
減
は
、
職
員
に
「
府
民
以

上
の
痛
み
」
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
を

口
実
に
、
“
職
員
も
我
慢
す
る
の
だ

か
ら
福
祉
・
教
育
等
へ
も
赤
字
再
建

団
体
な
み
に
切
り
込
み
ま
す
”
と
府

民
に
宣
言
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
国
が
地
方

分
権
と
う
そ
ぶ
き
な
が
ら
、
さ
ら
に

地
方
財
政
＝
歳
入
を
締
め
付
け
た
と

し
て
も
そ
れ
と
は
対
決
せ
ず
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
巨
大
開
発
、
企
業

誘
致
は
重
点
施
策
と
し
、
府
民
施
策

は
国
基
準
以
下
に
押
さ
え
込
み
、
財

政
指
標
さ
え
「
健
全
」
で
あ
れ
ば
い

い
と
い
う
本
末
転
倒
の
自
治
体
へ
変

質
・
解
体
す
る
も
の
で
す
。

府
労
組
連
は
、
自
治
体
本
来
の
役

割
を
放
棄
す
る
「
橋
下
行
革
」
の
危

険
な
本
質
を
府
民
に
広
げ
、
不
当
な

人
員
削
減
計
画
の
撤
回
を
目
指
し
て

府
民
と
の
共
同
、
職
場
か
ら
の
闘
い

を
強
化
す
る
も
の
で
す
。

え
、
３
５
人
学
級
、
教
育
専
門
員
、

教
務
事
務
補
助
員
等
の
存
続
を
要
求

し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
大
企
業
の
偽
装
請
負

等
が
相
次
い
で
摘
発
さ
れ
、
直
接
雇

用
の
流
れ
が
強
ま
る
中
で
、
非
常
勤

職
員
の
解
雇
・
報
酬
削
減
な
ど
、
公

務
職
場
が
一
方
的
な
切
り
捨
て
を
行

う
こ
と
は
も
っ
て
の
ほ
か
だ
と
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。

「
１
１
０
０
億
円
は
歳
出
抑
制
と
の

結
論
で
は
な
い
」

中
西
総
務
部
長
は
、
財
政
再
建
案

に
つ
い
て
、
「
こ
れ
ま
で
は
各
部
局

で
調
整
の
上
（
成
案
を
）
明
ら
か
に

し
て
き
た
が
、
今
回
は
Ｐ
Ｔ
の
た
た

き
台
の
段
階
か
ら
公
開
し
て
い
る
の

で
、
部
局
も
決
し
て
賛
成
し
て
い
な

い
も
の
も
あ
る
。
議
論
を
オ
ー
プ
ン

に
す
る
こ
と
で
大
い
に
議
論
が
巻
き

起
こ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
が
、
平

井
書
記
長
は
「
１
１
０
０
億
削
減
に

固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
府
自
身
が

様
々
な
手
法
・
試
算
を
明
ら
か
に
し

て
府
民
的
議
論
を
行
う
べ
き
だ
」
と

反
論
。
中
西
総
務
部
長
は
「
１
１
０

０
億
を
ス
タ
ー
ト
に
し
た
議
論
を
し

て
い
る
」
「
歳
出
抑
制
が
１
１
０
０
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「財政再建プログラム試案」の撤回と、府民と職員の
生活改善と府財政の再建を求める要請書

私たち府労組連は、去る5月7日橋下知事に対し「府民･職員の生活を破壊する『財政再建プログラム試案』の撤回と、府民のための財

政再建を求める」要請を行いました。その後、府労組連に多くの府民や府的団体から、「試案」による施策の廃止や見直しに対する怒

りの声や撤回を求める取組みを一緒に進めてほしいなどの要請が寄せられています。 また、私たちの人件費削減について、当局提

案も行われていない中で「人件費350億円削減」「職員給12～10％削減」などの報道が出され、職場では混乱と不安が渦巻いており、管

理職を含め多くの職員が怒りを表しています。

大阪府は2月2７日「今後の財政収支の見通し（粗い試算）」を公表し08年度1100億円、16年度までに6500億円の追加の改革取組みが

必要との考え方を示しました。しかし、この収支見通しは、当局自身が「試算結果については上方／下方に相当幅を持って理解する必

要」があるとしているとおり、十分に検討されたものではなく、算定根拠も公表されていません。

自治体問題研究所が5月15日、「府民のくらし･福祉を守ることと両立できる大阪府財政再建、もう一つの道」という「財政再建プロ

グラム試案」に対する中間提言を出しました。そこでは、1,100億円削減しなければ赤字再建団体になるというものではないことや、30

0億円削減でも財政再建は可能との試算を明らかにしています。

赤字をなくしていくことは必要であり、そのためにも、これまでのような府民・職員犠牲の財政再建ではなく大阪府の財政運営を根

本的に転換するための財政再建方策についての府民的議論が必要です。

以上のことから、私たちは、府民・職員の生活を守るため、次のことを強く要求します。

記

１．生活破壊の「財政再建プログラム試案」は撤回し、国による地方交付税の削減撤回、ムダな大型開発の見直しや同和関連事業の終

結、大企業への応分の負担を求めるなど、これ以上の府民生活を後退させることなく、府民のための財政再建をおこなうこと。

２．大阪府の財政収支の見通しについて、1100億円削減に固執することなく、300億円での改革取組額での見通しなど複数以上の試案を

府民に提示し十分な議論を行うこと。

３．「試案」での08年度における「300億円～400億円」の人件費削減提案を撤回し、次の点を十分勘案した提案を行うとともに、府労

組連と十分に協議すること。

（1）府職員・教職員の賃金は、この間財政再建を理由として３０００億円削減され、全都道府県で第４２位の水準まで低下しています。

また、08年度から３年間の一時金４～６％カットや互助会の補助金の全廃など、08年度での180億円の削減が決定されており、これ以

上の削減は職員の生活破壊につながります。

（2）府職員や教員、警察官は、民間労働者と違いストライキ権をはじめ労働基本権が奪われており、それを背景とした直接の労使協議

で賃金を決めることはできません。人事院（人事委員会）の調査に基づく公民格差の勧告に拘束され決定されることから、使用者で

ある大阪府はその勧告を実施する義務があります。民間においても労使で決められた賃金を使用者の都合で一方的に削減することは

許されません。今回の削減案はこの人勧制度の民間準拠、情勢適応の原則を踏みにじる使用者の暴挙であり、違法行為といえるもの

です。

（3）退職金は、賃金の後払い、退職後の生活保障としての性格をもつものです。民間でも退職給与引当金の形でその確保が求められ、

全額支払わなければ労働基準法違反となります。今回の退職金削減提案は使用者としての義務違反であり協議の対象にもならないも

のです。

（4）人件費の大半は、教員や警察官、福祉・医療・公衆衛生に携わる職員の人件費であり、その削減は教育水準や安全の確保、府民の

くらしに直結しており、多大な影響をあたえます。

（5）非常勤職員の報酬削減は、公務部門でのワーキングプア化に拍車をかけるものです。また、教育専門員や教務事務補助員等の廃止

は授業そのものの継続に支障をきたすとともに、教務事務補助員等の解雇につながるものです。

（6）社会的規範としての性格をもっている公務員賃金の引き下げは、公務関連労働者はもとより民間労働者など非正規を含む府内すべ

ての労働者の賃金に重大な影響を及ぼします。また、その結果、大阪経済の活性化にブレーキをかけることとなり財政再建に一層の

困難をもたらします。


